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ひの・こうすけ
ジャーナリスト／作家。元毎日新聞記
者。情報公開請求を武器とする調査報
道で福島第一原発事故の被災者政策を
はじめとする原発行政の真相を追及し
ている。『福島原発事故　県民健康管
理調査の闇』（岩波新書）、『情報公開が
社会を変える　調査報道記者の公文書
道』（ちくま新書）、『双葉町 不屈の将 
井戸川克隆 原発から沈黙の民を守る』

（平凡社）など著書多数。
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助成金額50万円
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うえだ・あきふみ
2020 年 10 月に調布市で起こった東
京外環道トンネル工事に伴う陥没事
故を機に、トンネル工事による被害
の実態を究明するために結成した調
査グループ。上田昌文（市民科学研
究室）を世話人として、籠谷清（外
環ネット）、野村羊子（三鷹市議会議
員）、丸山重威（日本ジャーナリス
ト会議・運営委員）を含む 20 数名
からなる。
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さかがみ・たけし
1995 年、福島老朽原発を考える会（フ
クロウの会）を立ち上げ、脱原発をめ
ざす市民運動に関わる。東電福島原発
事故以降は、被災者の支援活動や放射
能ばらまきを批判する活動が加わる。
2012 年、原子力規制行政を市民の立
場で監視する原子力規制を監視する市
民の会を立ち上げ、活動を続けている。
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開示された記録は、その大半
が黒く塗り潰されていた。
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行政不服審査法にもとづき
審査請求へ
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今夏、原子力市民委員会として、初めてクラウドファンディ
ングに挑戦しました。原発事故の記憶の風化が進み、当時
のことを知らない世代も増えている状況から、ウェブのリ
ニューアルとともに、「地震と原発のリスク」と「放射能によ
る健康リスク」をわかりやすく伝えるコンテンツ・冊子の
作成への協力をお願いしたところ、目標額の 500 万円を超
すご支援をいただきました。心より感謝を申し上げます。

ご　 報   告
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助成対象
期間

助成予算

募集期間




